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ナ科コナラ属： Quercus robur L.）の苗を，京都大
学北部構内の理学部植物園に植えたものが後に北部
グラウンドに移植され，樹高は20数メートルに達し，
オリンピックオークと呼称された。
しかし，平成20（2008）年夏にカシノナガキクイム
シの被害（いわゆるナラ枯れ）に遭い，枯死してし
まったため，同年12月に伐採された。かつて京都大
学農学部演習林職員らの手により，グラウンドのオ
リンピックオークの萌芽から採取し，育てられたと
されるヨーロッパナラが北部構内の北白川試験地に
２個体あり，井鷺裕司 農学研究科教授らによる遺
伝子解析の結果，枯死した個体と同じ遺伝子を持つ
ことが確認された。本年２月に１本を元の木が植え
られていた場所に移植した他，もう一方の個体から
の種子が発芽した実生も同地に移植した。
記念式典には小田滋晃 体育会長，現役陸上競技
部員，OB・OGら約100名が出席した。田島氏の長
女の小池和子 様からは「オリンピックオークを通じ
て再び父の存在を若い人に知ってもらえて嬉しい」
と挨拶をいただいた。また，現役部員からは「先輩
の偉業を思い起こし，高い目標を持って頑張りたい」
といった声が寄せられた。
全新入生に一斉救命講習会を実施
４月２日（木）および４月６日（月）に，学部の新入
生に対する学生支援機構ガイダンスが計３回行われ，
そのガイダンスの中で，初めて新入生3,015人全員
を対象とした救命講習会を実施した。
新入生たちは，30分間の講習の中で，二人ひと組
になって心肺蘇生のトレーニング器「あっぱくん®」
を使って実習を行い，各講習会におよそ70名の教員
が援助した。
救命講習会を受講した後の学生のアンケートで
は，「こういう講習会は大切だと思ったし，定期的
に開催してもらえるとさらによいと思う」，「大学で
の部活は学生だけで活動することがほとんどなので，
入学前にAEDの使い方を学ぶことは大切だと思っ
た」といった感想が寄せられた。同時に救命講習会
のサポートを行った教員からも，「教員にとっても，
必要な講習ではないかと思った」，「学生に助けても
らうことになるかもしれないので，学生たちにも
しっかり救命の方法を身に付けてもらいたい」など
の意見が寄せられた。
3,000人以上の新入生を対象に一斉に心肺蘇生法
を教育するという取組みは前例がなく，今回が初の
試みとなった。今後，新入生ガイダンスだけでなく，
種々の機会に継続的に救命講習を実施していく予定
である。
今回の救命講習会は，国際高等教育院の統括のも
と，医学部人間健康科学系専攻，医学部附属病院救
急部，同病院総合臨床教育・研修センター，環境安
全保健機構の教員が共同で運営した。
 （国際高等教育院）
救命講習会の様子
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体育会ヨット部が創部８０周年記念祝賀会を開催
体育会ヨット部は今年５月に創部80周年を迎え，
５月23日（土）に記念祝賀会を琵琶湖の観光船上で開
催した。創部記念祝賀会は60周年以降５年ごとに開
催しており，今回は現役・父兄・OBOGの他，他
大学のヨット部関係者など約250人が参加した。
甲板上での記念式典は，祝賀会実行委員長の開会
の辞，応援団のリードによる学歌斉唱，ヨット部長
の増田　開 エネルギー理工学研究所准教授の式辞
ののち，山極壽一 総長からの祝辞を阪上雅昭 学生
担当理事補・人間・環境学研究科教授が代読した。
続けて，船内のパーティーでは来賓の挨拶，乾杯
ののちそれぞれが思い出を語り合い，パーティーの
後半にはアルパ奏者である丸田恵都子 氏によるミ
ニコンサートが行われた。
その後，再び甲板上で応援団から応援歌とエール
を受けたのち，現役部員のリードで「琵琶湖周航の
歌」を参加者全員が肩を組んで歌い上げ，最後に藤
田修平 主将が高らかに決意表明を行った。
参加者は５年後の再会を誓い，盛況のうちに終了
した。
 （教育推進・学生支援部（厚生課））
また，伐採の際に保管していた初代オリンピック
オークの枝は，現役部員の手でコースターとして再
生され，後継樹植樹記念式典にあわせて関係者に配
布された。
 （教育推進・学生支援部（厚生課））
式典参加者による記念写真
甲板上での記念式典の様子 決意表明を行う藤田主将
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樋口隆康先生は，４月２日
逝去された。享年95。
先生は，昭和18年京都帝国
大学文学部史学科を卒業後，
京都大学文学部講師を経て昭
和32年に助教授に就任。昭和
50年に教授に昇任され，史学科考古学講座を担当さ
れた。昭和58年に停年退官され，名誉教授の称号を
授与された。　
退官後は，財団法人泉屋博古館長，奈良県立橿原
考古学研究所長，シルクロード学研究センター長，
京都府埋蔵文化財調査研究センター理事長，財団法
人寧楽美術館理事長，斑鳩町文化財活用センター長
などを歴任された。
先生は，中国考古学を中心とする東アジア考古学
および中央アジア考古学において，数多くの業績を
残された。中でも，東アジア各地で出土した青銅鏡
の集成・分類研究が著名である。また，京都大学中
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授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
樋口　隆康　名誉教授
体育会ボート部に大学が購入した２隻の新しい艇
が届き，６月７日（日）に命名式・進水式を大津市の
ボート部艇庫で実施した。
式には，松本　紘 前総長，中村佳正 部長（情報
学研究科教授），現役部員，荒木裕次 監督，OBな
どが参加し，松本前総長，吉田　保 OB会長などか
らの現役部員を激励する挨拶に続けて，荒木監督，
岡田和歩 主将，山本裕子 女子部主将がそれぞれ決
意表明を行った。
命名式で男子エイトに「京（ケイ）」，女子クォドル
ブル（フォア）に「舞鶴」と命名されたことが披露され，
進水式の儀式ののちそれぞれのクルーが漆黒の２艇
を瀬田川に浮かべ，濃青のオールの感触を確かめた。
新しい艇は６月末に戸田オリンピックコースで開
催された東京大学との対校競漕大会を皮切りに今後，
各大会に出場する予定で，好成績と記録更新が期待
される。
体育会ボート部が新艇の命名式・進水式を実施
 （教育推進・学生支援部（厚生課））
瀬田川に浮かぶ「京」（奥）と「舞鶴」（手前）
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央アジア学術調査隊隊長としておこなったアフガニ
スタン・バーミヤン石窟の調査（昭和45～53年）は，
世界的に評価されている。先生は，普及書の執筆や
テレビ・新聞などにおける解説を通して，考古学の
普及にも尽力された。
以上のような優れた業績により，ＮＨＫ放送文化
賞（平成元年２月），大同生命地域研究賞（平成７年
７月），福岡アジア文化賞（平成９年９月），朝日賞（平
成14年１月）などを受賞された。
 （大学院文学研究科）
山本常信先生は，５月18日
逝去された。享年94。
先生は昭和17年９月大阪帝
国大学理学部物理学科を卒業
し，京都帝国大学助手，京都
大学講師，同助教授を経て，
昭和32年３月同理学部教授に就任し，同学部化学科
において量子化学講座を担当し，昭和59年停年によ
り退官され，名誉教授の称号を授与された。同年４
月広島工業大学教授となり，平成２年３月定年によ
り退職された。
先生は永年にわたって理論化学の研究・教育に努
め，理論化学の広い分野にわたり50編を超える研究
論文と著書を公表している。なかんずく（１）非可逆
過程の統計力学を応用した化学反応速度の理論では，
その速度定数にミクロレベルでの時間相関関数を用
いた一般的かつ厳密な表現（山本公式）を与えた；
（２）最も基本的な物質である固体メタンの構造と物
性の全体像を把握するための量子統計力学的理論の
確立；（３）液体の水の特異な熱力学的性質を，独自
な発想によるモデルを用いた計算機実験によって再
現した；などは世界的に高く評価されている。また
数多くの人材を輩出し，学問の進歩に貢献された。
本学在任中は学生部長などの要職を務められた。
これらのご業績により，勲三等旭日中綬章を受け
られた。
 （大学院理学研究科）
山本　常信　名誉教授
岩井壯介先生は，５月28日
逝去された。享年85。
先生は，昭和29年３月京都
大学工学部電気工学科を卒業
後，同大学大学院工学研究科
修士課程電気工学専攻に進学
され，同31年３月同課程を修了された。同年４月か
ら三菱造船株式会社に入社，昭和32年５月京都大学
工学部電子工学科助手に採用され，同37年２月同講
師を経て，同39年９月には，京都大学から工学博士
の学位を授与された。昭和40年11月同助教授に任ぜ
られ，昭和49年11月同教授に昇任し，工学部機械工
学第二学科精密計測工学講座，昭和50年４月からは
精密工学科システム工学講座を担任して多数の優れ
た人材を育成された。平成６年３月停年退官され，
同４月名誉教授の称号を授与された。この間，大学
人として多くの学生の教育と研究者の指導にあたり，
大学・研究科内においては各種委員・委員長をつと
め，大学組織の運営にも尽力された。本学退職後は，
平成６年４月から平成15年３月まで名城大学理工学
部教授となり，教育研究の場を私学に移して教育・
研究に尽力された。
先生はシステム制御工学，生体工学，知識情報処
理の幅広い分野において，多数の独創的かつ先駆的
な研究業績を挙げられ，大学外においては，計測自
動制御学会理事，システム制御情報学会理事，日本
岩井　壯介　名誉教授
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岡野正彌先生は，６月８日
逝去された。享年94。
先生は，昭和22年３月京都
帝国大学工学部工業化学科を
卒業され，同大学院特別研究
生を経て，同28年４月に京都
大学講師に採用され，同30年助教授に昇任された。
昭和31年化学研究所に配置替えとなり，同42年10月
同研究所教授に昇任され，石油化学研究部門を担当
された。その後，昭和59年４月に停年退官され，名
誉教授の称号を授与された。退官後は，昭和59年４
月に京都職業訓練短期大学校長に就任され，４年間
にわたり勤務された。
この間先生は，高分子やアゾ染料合成時の有機反
応を中心に，これらの反応機構を速度論的に解明す
ることに成功された。さらに，これらの知見を有機
合成反応に展開され，アンチモンなどの無機金属塩，
タリウムなどの有機金属化合物，セレンなどの有機
半金属化合物を利用した，独特な選択性を有する合
成反応を開発された。これらの業績により，昭和58
年２月に有機合成化学協会の協会賞を受賞された。
先生は教育の面でも，深い学識と研究で得た経験
をもとに大学院生や学部学生の指導に尽力され，多
方面にわたる人材を育成された。また，有機合成化
学協会理事および評議員を務めて協会の運営に携わ
られ，その発展に多大な貢献をされた。
これら一連の教育研究，学会活動により，平成７
年４月に勲三等旭日中綬章賞を受けられた。
 （化学研究所）
岡野　正彌　名誉教授
小林道夫先生は，６月２日
に逝去された。享年69。
先生は，昭和44年に本学文
学部哲学科を卒業し，修士課
程を経て博士課程を学修認定
退学されたあと，パリ第４大
学後期博士課程に進学し，昭和52年にはコレージュ・
ド・フランス哲学講座助手に採用された。ご帰国後
は昭和55年に大阪市立大学文学部専任講師に採用さ
れ，助教授を経て平成６年に教授に昇任された。平
成16年，京都大学大学院文学研究科（西洋近世哲学
史専修）に教授として着任され，平成21年に定年退
職され名誉教授の称号を授与された。
先生はわが国のデカルト研究の第一人者であり，
ご業績はフランス本国でも高く評価されている。『デ
カルト哲学の体系』（1995），『デカルトの自然哲学』
（1996），『デカルト哲学とその射程』（2000），『デカ
ルト入門』（2006）はわが国の西洋哲学史研究上の金
字塔である。現代哲学の造詣も深く，『科学哲学』
（1996），『科学の世界と心の哲学』（2009）は豊富な哲
学史的学識を踏まえた比類のない著作である。
これら業績に対して平成13年には第13回和辻哲郎
文化賞および日本学士院賞が授与され，平成25年に
は日本学士院会員に選ばれた。
 （大学院文学研究科）
小林　道夫　名誉教授
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ファジィ学会（現日本知能情報ファジィ学会）理事と
して学界の発展に貢献されるとともに，各学会の研究
分科会主査，国際自動制御連盟会議および国際ファ
ジィシステム学会国際会議などの実行委員・組織委
員として，多くの産学官交流の場での事業企画と運
営に尽力された。これら一連の教育研究活動，学界
活動により，平成25年５月瑞宝中綬章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
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